
ISSN O910－8122  
Geologl⊂CllSurYeyOf Hokkclido  

Vol．1No．41985．10  

戯簡  

北海道立地下資源調査所広報紙  

ちしつずふく  

地質図幅特集号  

3老の協力の下に，5▲万分の1地質図幅調査が昭和26年し1951〕  

から一斉に開始されました。   

この調査ほ，本道開発の基礎資料として早急な作成が求めら  

れたことから，冬期問の制約や未開の山間部など本道の悪条件  

にもかかわらず，5万分の1地形図ごとの地質調査の多くを1～2  

年で終了するという驚異的な早さで進められ，15年間で全道の  

約75％の調査が完了しています。これにより鉱業の復興隆盛と  

さまぎまな開発事業の計画や実施に大きく貢献しました。  

新しい時代に新たな使命  

その後わが国は高覧成長期をへていちじるしい社会経済状勢  

の変化をみましたが，その間地質学とりわけ応用地質学も急速  

な進歩をとげ，国土や資源の開発利用と保全のための技術ほさ  

まぎまな進展をみています。このため地質図幅ほますます広い  

分野で活用されるようになり，信頼される国土の基本図とLて，  

開発や保全行為にとって不可欠のものとなっています。   

5万分の1地質図幅調査は，35年の長きにわたる地道な努力  

により，今年で全道の調査を完了することになりました。本道  

のような広い地域のこの種の調査の完遂ほ世界にも例がなく，  
しんち上く  

道外の進捗率も50％に達していないことからすれは，まさに画  

期的なことといえましユう。全道270枚のうち当調査所ほ153枚  

を担当Lましたが，地方公設機関がこれだけの地質図幅を作成  

Lたことも特筆されることです。地域の自然と特性を生かした  

本道の新しい発展のためにも，この成果に基づいた新たな展開  

が強く求められています。  

北海道から始まった日本の地質調査  

北海道の開拓ほ，明治維新後のわが国最初の開発政策により  

本格的に始められましたが，そこでほ地下資源の開発も重要な  

目標でした。そのため全道の地質と地下資源についての調査が  

開拓使に招かれたB．S．ライマンらにより，明治6年り873〕  

から3年間行われています。これがわが国における近代的地質  

調査のほじまりであり，日本最初の色彩地質囲もつくられまし  

才一  
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さらに明治19年ぐ1886〕に設置された北海道庁により，改め  

て全道的な地質鉱床調査が明治21年ぐ1888〕から8年間にわた  

り行われています。ニれらの調査の成果により，多くの炭鉱や  

鉱山が次々に開発され，本道鉱業の発展をみました。   

このように本道の地質調査は，全国にさきがけて始まったの  

ですが，その後いく変か 

海外へ向けられたことや，明治13年り880〕以降続けられた国  
ち一つずふ＼  

による地質図幅調査が本道で行われなかったことなどから，道  

外に比べて遅れをとってしまいました。昭和6年し1931〕によ  

うやく10万分の1地質図幅調査が開始されましたが，これほ前  

年に創設された北海道大学理学部地質学鉱物学教室の職員を中  

心とした北海道地質調査会によるもので，3図幅が作られた後昭  

和12年〔1937〕に工業試験場に引継がれ，同17年（1942〕ま  

てさらに7図幅が刊行されています。   

戦後開発の基礎となった地質図幅調査   

戦後北海道は，残された唯ひとつの  

豊富な資源に恵まれたところとして，  

一躍開発のホープとLて脚光をあびる  

ことになりました。地下資源調査所が  

昭和25年ぐ1950〕に設立された背景も   

ここにあります。そして遅れていた地  

質調査の推進が第一とされ，北海道開  

発庁，地質調査所，地下資源調査所の  
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日本における地質図幅調査の実施経過   



……地質図と道民生活との結びつき‥…・   

ちしつずふく  9月18日（水），日頃地質図幅を利用される機会の多い道行政の担当技師や民間コンサルタントの方々にお集りいただき，上  

記タイトルの座談会を開催いたしました。座談会では，①地質図幅はどのように利用されているか，②利用上の問題点はどこ  

にあるか，③今後どのような地質図があればよいかの3点について，それぞれの立場から御意見をいただきました。御多忙中  

にもかかわらず，御参加いただきまLた方々に厚く御礼申し上げる次第です。   

下記は，当調査所職員も混じえて話された内容を収録・編集Lたものです。  

出席者  

北海道農地開発部耕地計画課  耕地調査係長 末永国雄氏  

主査 羽田吉輝氏   

北海道林務部治山課  主任 西沢茂雄氏  

北海道開発コンサルタント  主任技師 古田政美氏   

技術第二課長 宮坂省吾氏  

企画広報係長 寺島克之  

地域地質科長 高橋功二   

〔司会） 主任研究員 和田信彦  

明治コンサルタント   

北海道立地下資調査所  

ないのです。   

和田 羽田さんこ三地下水関係を担当されておられますがいかが   

でしユうか。  

羽田 私の方ほ，地質図幅を作った地下資源とつき合う仕事も  

多いのですが，計画前の概要書等に地質を害いたり，井戸の位  

置・深度の設定・硬軟岩の評価などにおいて地質図幅ここ欠かせ  
ていナニ1  

ないものになっています。又農地地すべりや農業ダムの堤体基   

盤の評価などの場合にも利用Lています。  

危険地の予測や地質状況の把握に不可欠   

和田 西沢さんは，治山の仕事の中てどのような利用をされて  

農業用水源調査や客土の確保にも   

和田 本日こニ，お忙しい中お集まりいただき有難うございます。  

早速ですが，はじめにそれぞれの立場で地質図幅をどのように  

利用されているか，お聞かせいただきたいと思います。まず，  

農地開発部の末永さんからいかがでLェうか。  

末永 私達の仕事は農業ですから，日  

頃は農業試験場とのったがりの方が強   

いわけです。それでも，営農用水の水  

源調査ほかで地質図を利戻する機会が  
1くへつ  

あります。たまたま十勝の陸別で水源  

調査するときに，あそこはマンガンの  いますでしょうか。   

西沢 林務部の私共は森林を復元する   

ために治山事業を行っておりますが，  

その中で地質には非常にかかわりがあ  

ります。特に，山がくずれて岩が出て  

いれは地質の比較・判断もてきるので  

すが，くすれていない場所における危  

気がある所なのて，沢によってほ全然水源と・してほ使えません。  

農家へ行くとあそこの沢はためだというのですが，そういうく  
ちし′〕ず，iく  

わしい人がいない場合などには，地質図幅を克て鉱床の徴候の  

ある沢を除外するということて，水源確保に成功した例があり  
せき才しき  

まLた。同じく十勝で，石礫の分布が意外に問題にされておら  

ず，特に光地園のくされ礫の分布がどこまで釆ているかわから  

き1一」く ない時に地質図が大変参考になりまLた。また，各地で行う客  
とと1に  

土のための士取場を確保するときに，地質図の粘土分布で見当  
、ノ  

ざ， つけるのが普通です。支庁てほ大体地質囲幅ほそなえており，  

このようによく利用しています。  

和田 どうもありがとうございます。専門外で分らないのてす  

が，くされ礫と畑地とはどのように関係するのでしょうか。  

末永 石礫除去という事業が，ここ5～6年前から始まっで∨＼ま  

す。これは畑の中にある石を取る事業てすが，石の種類，転が  
さいせき  

Lているうちにくずれるくされ石とくずれずにいわゆる砕石に  

なるような石があるので，入れる機種等を吟味Lなければなら  

険地の予測に地質図がなけれ且 その判定が困難で，大いに地  

質図幅を利用しています。   

地すべりも相当危険個所がありまして，かなり図幅を使う機  

会が多くなっています。  

和田 やはり計画の段階で使われているのですか。  

西沢 そうですれ 計画においても実施段階ても相当多く使わ  

れております。  

和田 今，地すべりの話が出ましたが，宮坂さんも地すべりの  

仕事に従事されておりますがどのように図幅を使われておりま   

すか。   



宮坂 二つの使い方がございますが，  

まず一つの現場という小さな範囲で，  

これほどんな地質かと見当つける時に  

使います。   

次にその小さい現場で，地質がどう  

いう条件で地すべりを起したかを決め  

和田 そのほかおもしろい使い方をされているという情報や作  

る側への問合せなどありませんか。高橋さん。  

高橋 そのほかの使い方も色々あると思いますが，例えば教育  

の現場でも高・中学校の生徒や先生が地学教育に使ったり，大  

学でほ地質図が出ると，そのあら捜しが研究のきっかけとなっ  

ていることもあるようです。北海道でほ，地質図幅調査が比較  

的急ピッチで進められ普及されたものですから，新しい研究テー  

マの掘り起こLに利用されたように思います。その点でほ地質  

図幅ほその先導的役割を担っているといえるでしょう。地質図  

を売っている所で調べてみますと，利用状況ほ，コンサル・土  

建業関係が半分以上，大学・高校など教育関係が10数％，公立  

や民間の研究所など20％，国や地方の行政関係が10％，その他  

となっています。作るだけで，その使われ方についてほ，あま  

り目が届かなかったので，その反省を含め調べてみました。  

るにほもう少し細かく踏査Lなけれはならないのですが，その  

時にほまた利用します。ですから概ね見当をつける時に地質図  

幅を読んで，それから現場に行って細かく見るというふうな使  

い方をしています。   

先ほど西沢さんも言われておりましたが，地すべり地・急使  

ほうかい 斜地などでの崩壊が起っていない所でほ，対策工事をして未然  

に防く小予防治山の仕事があるわけです。このようなとき地質図  

幅をある程度広く見て，この地質条件でどのような崩壊形態が  

予測されるかといった，地すべりあるいほ急傾斜地の崩壊など  

の危険予測に使っておます。  

和田 コンサルの方ほ地質図を独自に作られる仕事もあるかと  

思いますが，ダム調査にかかわっておられる古田さんほどのよ  

うに使われておりますでしょうか。  

古田 主に広域的なものに使用しております。例えばダム建設  

の場合，工事用道路をどのようにつけるか，国道，道道などの  

切り替え，貯水域などの検討に図幅を使っています。私共ほ地  

質を見ることが商売ですから，会社に入ると1～2年間ほ図幅を  

読む練習をさせられます。図幅ほ権威あるものと考えられてい  

ますので，これを一般的に用いて説明すると話がすんなり通る  

ことがあります。細目になると私共がやりますが，大きなこと  

で問題点を出すときにほ地質図幅によります。   

最近でほ，そこに岩があるという表現たけでなく，どのよう  

にして地質ができたかという地史やその地域の大きな地質構造  

についても報告書の中に求められます。私共ほ比較的狭い範囲  

を歩くことが多いので，この地質図幅を私らなりにコソ／くイル  

して発注者に説明するようにしています。。  

古田 図幅にほ化石の産出地も害いて  

ありますので，マニ7の中にほ本州方  

面からも図幅を買って採集に釆通する   

こともあるようですね。  

和田 当調査所の図書室ほ一般の方々  

も利用できるようになっていますが，  

地質図幅の閲覧で何か傾向がありますか。  

寺島 最近ほ実生活の必要性からの利用が見られます。具体的  

にほ，家を建てるのに，その付近の地質ほどうなっているか，  

敷地として適当かということを直接図幅で確かめにこられるケー  

スがよくあります。  

海成粘土か淡水成かの区別も厳密に   

和田 次に使用してみて，日頃からお持ちの感想を，お聞きし  

たいのですが，いかがでしょうか。  

羽田 図面そのものでほないのですが，説明書の文章がかなり  

硬い。また横文字，地質独特の用語，言いまわしがあり使いに  

くく感じることがよくあります。  
ほじようせいび  

末永 圃場整備事業において，下の土を上に上げたり，客土に  

良いと思って入れた土が，乾くとなぜか硫酸がでてきてしまい，  

転作した畑地でビートなどが全く作れなかったことがありまL  
かいせいこう  

た。実ほこれが酸性硫酸塩土壌で，原因ほ客土した土が海成洪  
せき  
積層だったからなのです。このような所が全道で2～3カ所でま  

した。地質のプロだとすく、・に分ったのでしょうが，気がっかな  

かったため大変な問題となっています。図幅で調べてみると，  

しりぺし 早来でほ海成洪積層とあとで分りましたが，後志の岩内付近で  

は図幅の説明書にも，そのことほ書いてありませんでした。海  

成洪積層のようなものについて図幅の中で少し解説してあれば，  

このようなことが早く対応できたものと思います。  

和田 図幅の中にも，単に粘土があるというだけでなく，海に   北海道で最初の1／5万地質図幅の一つ「奥士別」  
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寺島 実ほ，北海道の270図幅のうち  

9割がてきで、、ます。残り1割も，著者  

の個性を尊重して行こうとし′ておりま   

すので．いろんな色の違いができてし 

まいます。印刷屋さんからも，どうし   

てこの図面とこの図面の色がこんなに   

違うのですかと言われております。   

たまったも仁か，湖のものか地史を明確にということてすオ㌔  

末永 何千年何万年前こ£海だったのたから．と、ことどこに分布  

する粘土は海成て透ると説明されてあれ烏良か一⊃たと思います。  

図幅によ／「てこ£，そのような説明のあるのもありますが，解説  

がなけれほ私共にほ，二れが分らないのてす。  

色調と地層区分の違いは不便   

和田 どうもありがとうございまし′た。西沢さん，図幅につい   

て使いづらい点がありましたら。  

西沢 図幅ほシ「トに区切られておりますが，私共の仕事はと  

かく継ぎ目てのことが多いのです。作る時代が異なるせいか図  

面ごとに色合が多少ずれていますが，できるだけ同色に統一し  

ていただきたい。特に地すべり・萌填でこ三地層境界・断層が重  

要ですが，図面間で合わないことがあります。図面を作るとき  

に周囲の図面と整合すれば，より使い良くなるのですが。また．  

図面ほ現場に持一⊃て行くのて紙質を良くし′てもらえはと思いま  

。  

和田 利用者の立場からいろいろ耳の痛いご指摘がありました  

が，作ノノている立場から高橋さんいかがですか。  

等高線や断層の表現にも一工夫を   

宮坂 私こ三．たいぷ第四紀層を対象にした仕事にかかわってお  

ります。印刷の仕方の問題かもし′れませんが，図幅の等高線が  

なかなか読めないたあ，第四紀層の正確な分布・厚さとか地形  

とかが判断しにくいので，ぜひ工夫して欲しいてすオ㌔  

和田 古田さんの場合ほ，どんな点に気づかれておりますか。  

古田 図幅調査こ£，石炭とか金属などの資源面からの時代要請  

があったのでしこうが，その点第四紀のことにづ、、て記述が弱  

い面があります。また，断層についてこ三．地層のつなぎがわか  

らないからひ）、ていることもあると思いますが，ニれがかなり  

土木的にミま問題なのてす。確かにあるのなら良いのですが，私  

共がポーリングを何百本も掘／「て確認されない場合もある。権  

威のあるものと考えられていますので，消すのに大変なんです  

ね。なぜ．その断層がひかれているのかということが表現され  

ていれば助かります。  

和田 地質図こま地層の境界を全部追いかけて書いたものと思っ  

ているノ、、がいる。地層の境界にも色々ランクがある事を話し∴ま  

するのですが，同じょうになぜ断層があるか，斬軌こも確実度  

のランクを付けて書こチと言う事ですね。  

古田 最近，活断層・第四紀断層にはランク付こ干されているの  

もありますね。  

断面図の多い地質図があれば   

和田 5万分の1地質図幅ほだいたい調査が終わり，63年ぐら  

いまでにほ全道を一応完成することになノノています。二れまで，  

お話をいただいた中でもいくつか出て来た様に思いますが，最  

後にとのような地質図があれはより皆さんの仕事にとって利用  

しやすくなるか御意見をいただいて終らせていただきます。  

末永 私共とすれば，表層の第四紀層を相手とLていますので，  

大変なことなんでし′ようこチども，例えば，平野・丘陵部だ誉で  

も2万5千分の1があっても1）ぺ、のではないかなと思います。  

和田 羽田さんこまいかがですか。   

羽田 よく断面を見るのですが，案外仕事で必要なところがそ  

こより大分離れたところにあるもんてすから，断面図を多くす  

ると私共の仕事には大変使いやすいのですが。  

高橋 断面を切る場所こまその地域の地質構造がよく表現できる   

高橋 調査年が重なっているときなど   

こま，隣り合う図幅て色を統一Lで∨、る  

こともありますが，書く人の」エンスに  

任されで．＼るのが正直なところです。   

また印刷技術の変化等により考えた色   

のHないこともあります。地層の境界  

が合わな十点について三三，当時の知識て三三かまわなかった地層  

区分が．数年問で考え方が変化Lたことにもよります。地質学  

の学問的な進歩過程．調査技術，個人差などの要素がからみ合っ  

てそのような不連続性が出てLまいます。説明書の中て解説す   

るこうに努めていますが，そのような点をご理解の上お使いい   

ただきたいのです。   

和田 色。地層名が隣り合っていても一致しないことは，市町   

村の担当者からもこく言われます。知識のあるノ、、ほそれなりに   

解釈するが，一般的にほやこまり使いづらいでLニうね。  

まもなく刊行のレ5万地質図幅「日高」  



ようなところや資料の多いところを切って中身をお見せしてい  

るわけです。非常に乱暴な言い方で申L分けないんですが，あ  

とほ利用者で勝手に断面を切って読んでいただきたいのです。   

羽田 我々忙しいもんですから，／てッパソとわかる即戦的なも  

整備を計る。⑤地域の歴史を中心にLた，断面図を多く入れた  

図面などが私共の要望です。  

和田 いろいろ御要望があったなかで，水理地質図幅の整傭を  

言われておりましたが，水理地質図幅ほ全道を10万骨の1の15  

枚シ∴ト∵でカバー L終るのですが，それだけで霊不備というこ   

とでしょうか。  

のがあれは良いのですが。   

和田 断面たけの地質図というのもお   

もLろいかもしれませんね。西沢さん，   

先程も色の違いなどの御意見がありま  

したけれ宣，他に治山関係でどういう  

図面があればいいと日頃お感じになっ  

ていることがありましたら。  

西沢 我々が第三者に説明する場合にやはり地質断面図の数が  

多い方が説明しやすい。特に，山と平地のかかわり合いなどは，  

地質も変わってくるし一番話しやすいのです。それから，よく  

使う場合に地質図目録図を見て地質図を探すのですが，地質図  

の名前が非常に一般人にわかりづらい。できれはもう少し大き  

い目録図を作ってもらって，町村区域も入れてもらうと探し易  

い。そういう工一夫をしていただけないかなと思っております。   

私共ほ，市町村・支庁を対象に調べていきますので，この前，   

市町村ごとに揃えようと思ったらえらいめに合ったですよ。  

寺島 町村単位に探す場合は，私達も既製の目録図ほ使えませ  

ん。それで，60万分の1地形図に5万のメッシュを落Lたもの  

を使っているんです。それでも，そこに町村の境界を入れると  

ゴヰ十ゴチャになってわからなくなってしまいます。  

表層の地質をき・ちんと表現した図面を   

和田 宮坂さんほ，今後どういう図面があればと考えておられ  

ますか。  
L云う七きとがいす．■  

宮坂 地すべり崩積土と萌錐が区別されていないことがありま  

すが，利用する側から言えこょそのへんが一番重要になってきて  

います。土木地質からすると，基盤の地質的評価とともに表層  

の環境地質的表現が重要になっているように思います。第四紀  

層，地形，地すべり崩積土，崩錐などに／ついて5万分の1での  

表現にほ限りがありますが，利用側にとってほきちんと表現し  

てくれた地質図があると大変有効に利用できそうです。  

和田 古田さ．んほいかがでしこうか。  

古田 いくつか羅列しますと，①絶版になっている地質図幅を  

ぜひ再版して欲しい。図幅によってほいろいろ問題点もあるで  

しょうが，業務では必ず目を通すものですから，民間に版権を  

渡すなどしても再版してもらいたい。②河川地形区分図や農業  

関係の土壌区分図のような個別の図面は使いにくい面もあるの  

で，環境を総合したような図面が欲Lい。③教育関係とか観光  

面において，地形図中の見どころ，例えば滝のでき方や付近の  
すいトちLつずふく  

地質などを害いたパンフレット的な地質園。④水理地質図幅の  

1′ノ／／10万水理地質国中昌「倶知安」（部分）   

古田 大都市周辺の水理地質図幅こま刊行されたのが20年以上も  

前になります。その後の資料も相当に増えていることですL，  

それらの資料もとり入れて，新しい解釈を加えてどんどん改訂  

して欲Lいのです。  

羽田 私も水理地質図幅は仕事に大変  

役立っています。地下水井戸の位置，  

深さ，水質など表現されていて便利な  

ものですから，できれは新い、資料を  

加えて欲しいところです。   

高橋 よく売れている図幅を左ると皆  

さんの御意見と一致しています。一番よく売れているのは，や  

ほり札幌・千歳などの都市周辺です。それに大雪などの観光地  

を中心とした地域の図幅も売れています。登山関係者もよく利   

用Lているようですね。  

古田 先程申しまLたが，観光地を中心とLた地質ガイド図な  

どもぜひ考えてみてほどうでLようか。人が大勢集まる北海道  

の大きな観光地ほ，だいたい地質を含む自然を素材としてます  

ので，そのようなものがあってもよいと思いますが。  

和田 地下資源調査所ほ，道の商工観光部に所属していますの  

で，要望に答えるべき素地ほありそうですね。   

それでほ，長い時間にわたりまして貴重な御意見をいただき  

誠に有難うございまLた。   
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Q北海道内の砲垂由福類にはどのようなものがあるのでしようか（膿振支庁管内，町企画課職員）  
♂  

Aおもな地質図幅顆にこま次のよう  示Lたもの。全道の地質分布を概観するのに有効。  
卜．ユ「ちしつず＋ふく  

●10万分の1水理地質図幅：全道を15枚シートに分け，地下  q ＆A  なものがか〕ます。  

水帯水層や井戸の位置・深更，地下水水質などを表示したもの  

〔説明書付〕。地下水により上水道水源・工業開水水源などを開  

発する場合，水質・水量の予測や井戸の設計に非常に便利。   

そのほか，北海道地盤地質図（レ2．5万 札幌．野際），市町村  

●5万分の1地質図幅：国土地理院発行の5万分の1地形図毎  

に地質分布を表示したもの（説明書付ノ。全道270枚のうち，ニ  

れまで243杖が刊行済。地域の地質分布状況を把握するのに利   

用される。  

●20万分の1地質図幅：20万分の1地形図に添って地質分布  塑星堅（、1′′5万 士別市，森町，上川町江差町，函館市，美深  

町，七飯町，上ノ国村，津別町，中Jr岬丁，長万部町，静内町，  

北桧山町，伊達市，八雲町，下川町，今金町〕などがあります。   

を表示し／たもの。広域的な地質分布概要を知るのに便利。  

●60万分の1地質図：60万分の1で全道の地質分布を1杖で表  

Q地質図類を購入するにはどうしたらよいのでしょうか（同上）  

A 北海道内の地質図幅類は，下記で購入することがてきます。   

北海道鉱業振興協会〔060 札幌市中央区南1条西13丁目   

大町ビル内 TEL〔01い 2315412〕   

絶版になっている地質図幅などもあり，必ずしも刊行済のもの  

が全部そろっているとは限りません。  

また，当地下資源調査所の図書室には全地質図幅類が保管さ  

れており，－一般の方でも，1回3冊以内を3日間限りお貸し／いた  

し／ます。図書室内の閲覧ほ自由ですので御利用下さい。なお，  

郵送による貸出しやコピ【サービスほいたしません。  

避★所出版物のあんない   
いる西胆振地域で胆振ま庁により地熱エネルキ㌧「刀開発利鞘に  

関する研究会が発足しました。   

研究会こま同ま庁のほか西胆振の八市町村〔室蘭市，登別市，  

伊達市，虻田町，豊浦町，壮瞥町，洞爺村，大滝付），及び当所  

により構成され，地熱エネノンギーの有効活用を図るため今後研  

究を重ねて∴、くことになっています。  

★北海道5万分の1地質図幅調査完了記念行事のおしらせ   

道内の5万分の1地質図幅の調査完了に伴う記念行事が，北  

海道開発局，工業技術院地質調査所北海道支所，北海道立地下  

資源調査所の3老の主催により，下記の日程で催されます。   

目時：11月7日（木、）13：15～17：30  

会場：フジヤサンタス十干ノン2階 エルム〔札幌市中央区北  

3条西7丁目〕   

記念講演：地質図幅の意義と地質調査の現状  

工業技術院地質調査所地質部長 佐藤博之  

今後の地質調査に対する期待  

国際航業株式会社副社長 武田裕幸  

北海道開発の将来展望  

苫小牧港開発株式会社取締役 大西昭一   

●北海道の地熱・温泉∬1985年・   

ⅠⅠ板一〔地下資源調査所調査研究報告第16号ノ  

（C）北海道中央部 り979年一－、1983年〕  

（D）北海道東部（1980年～1983年、）  

北海道の地熱・温泉伍〕，（B），（C），（D）発刊（1976～80〕後  

に開発された泉源について記載。Ⅰ版こま3月刊行済   

●地下資源調査所報告■ 第57号  

報文：旧日産戸井鉱山の酸性坑内水について，地すべり  

工事におけるフィードバックの方法，活火山地域  

における森林の成立過程に関する砂防学的研究，  

石狩泥炭地の生成とその変貌  

短観：北海道東部，釧路白糠工業団地の地下水，地下水  

調査報告（千歳市新幌地区・美瑛町新区画地区・  

門別町豊郷開拓地区・幌延町西幌延地区・鹿追町  

瓜幕地区〕  

資料：十勝岳火山活動観測記録  

★共同研究開始される   

道の共同研究費により，次の3テーマで他機関との共同研究  

が始まりました。   

1．膨張頁岩による新素材の開発〔北海道立工業試験場〕   

2．新素材レ7メタノン資源の開発（北海道立工業試験場〕   

3．豪雨災害の危険地割足技術と崩壊警報システムの確立りと  

海道立林業試験場ノ   

★西胆振地域地熱エネルギー開発利用研究会が発足   

このほど，道内でも有数な地熱エネルギr昧存地帯となって  

F地下資源調査所ニュースニ1985年10fj20日発行（季刊）   

発行〔編集コ：北海道立地下資源調査所  

〔広報紙編集委員会（委員長：和田信彦）〕   

〒060 札幌南北区北19条西12丁目TEL〔011）747－2211   

広報紙に関するお問合せは，企画「左報諜〔内線411）までお  

寄せ下さい。   


